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あ
い
お
い
ニ
ッ
セ

イ
同
和
損
保
と
㈱
Ｆ

ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が

出
資
す
る
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ス

少
額
短
期
保
険
（
以
下
、
ス

マ
ー
ト
プ
ラ
ス
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）

は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で

旅
行
に
行
け
な
く
な
っ
た
場

合
に
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
１
０

０
％
補
償
す
る
「
旅
行
予
約

キ
ャ
ン
セ
ル
保
険
」
の
ダ
イ

レ
ク
ト
販
売
を
５
月
18
日
か

ら
開
始
し
た
。

　
観
光
な
ど
の
旅
行
需
要
が

回
復
し
て
い
る
中
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
増
加
や
人
手
不

足
、
光
熱
費
な
ど
の
高
騰
に

よ
り
、
国
内
で
は
ホ
テ
ル
や

旅
館
の
宿
泊
費
が
値
上
が
り

し
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
的

な
物
価
高
や
円
安
に
よ
り
、

海
外
旅
行
に
か
か
る
費
用
も

増
加
し
て
お
り
、
旅
行
を
キ

ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
の
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ス
Ｓ
Ｓ
Ｉ

は
こ
れ
ま
で
、
同
保
険
を
宿

泊
予
約
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
者
を
通
し
て
提
供
し
て

　
施
設
の
名
称
は
「
Ｓ
Ｂ
Ｉ

生
命
仙
台
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ

ー
」
で
、
所
在
地
は
、
宮
城

県
仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
２

丁
目
１
―
１
仙
台
銀
行
ビ
ル

７
Ｆ
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
険

金
等
の
請
求
書
類
の
発
送
業

務
や
保
険
金
等
の
支
払
業
務

を
遂
行
す
る
機
能
を
整
備

し
、
本
社
と
並
行
稼
働
す
る

こ
と
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
安

定
的
な
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
体
制
を
構
築
し
た
。

ま
た
、
災
害
等
に
よ
り
他
の

業
務
拠
点
の
運
営
に
支
障
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

拠
点
の
中
核
と
し
て
機
能
す

る
体
制
を
整
備
し
、
災
害
時

に
お
け
る
事
業
継
続
体
制
の

強
化
を
図
っ
た
。

　
同
社
で
は
、
中
長
期
的
な

業
務
量
予
測
に
基
づ
い
た
業

務
運
営
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
災
害
時
に
お
い
て

も
安
定
的
に
顧
客
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
災
害

時
を
想
定
し
た
定
期
的
な
演

習
の
実
施
等
、
事
業
継
続
の

実
行
性
を
確
保
し
、
継
続
的

に
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

る
と
い
う
。

　
Ｓ
Ｂ
Ｉ
生
命
は
６
月
１

日
、
既
存
の
業
務
拠
点
（
東

京
、
大
阪
、
静
岡
、
佐
賀
）

に
加
え
、
５
カ
所
目
の
業
務

拠
点
と
な
る
「
仙
台
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
」
を
宮
城
県
仙

台
市
に
開
設
し
た
。

き
た
が
、
「
飛
行
機
や
レ
ン

タ
カ
ー
な
ど
の
交
通
費
も
補

償
し
て
ほ
し
い
」
「
個
人
旅

行
だ
け
で
な
く
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
も
補
償
し
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
顧
客
の
要
望

に
応
え
て
、
自
社
の
サ
イ
ト

か
ら
直
接
申
し
込
め
る
ダ
イ

レ
ク
ト
販
売
を
開
始
す
る
こ

と
に
し
た
。

　
同
保
険
は
、
▽
旅
行
の
キ

ャ
ン
セ
ル
料
を
１
０
０
％
補

償
▽
日
本
出
発
の
海
外
旅
行

も
対
象
▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
罹
患
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
も
補
償
▽

補
償
範
囲
を
選
べ
る
二
つ
の

プ
ラ
ン
▽
オ
ン
ラ
イ
ン
完
結

で
簡
単
手
続
き
―
と
い
っ
た

特
徴
を
有
し
て
い
る
。

　
ア
ク
サ
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
・
ジ
ャ

パ
ン
が
５
月
24
日
に

発
表
し
た
２
０
２
２

年
度
末
決
算
に
よ
る

と
、
連
結
経
常
収
益

は
前
年
同
期
比
２
・

３
％
減
の
１
兆
１
０

０
億
円
、
連
結
保
険
料
等
収

入
は
同
９
・
０
％
増
の
８
６

９
９
億
円
、
連
結
資
産
運
用

収
益
は
同
41
・
３
％
減
の
１

３
６
０
億
円
、
連
結
経
常
費

用
は
同
７
・
３
％
増
の
９
３

５
９
億
円
で
、
連
結
経
常
利

益
は
同
54
・
２
％
減
の
７
４

１
億
円
、
連
結
当
期
純
利
益

は
同
57
・
０
％
減
の
４
６
６

億
円
を
計
上
し
た
。
グ
ル
ー

プ
連
結
の
総
資
産
は
前
年
度

末
比
１
・
７
％
増
の
７
兆
９

８
３
６
億
円
、
ソ
ル
ベ
ン
シ

ー
・
マ
ー
ジ
ン
比
率
は
同
97

・
６
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
７
１

４
・
５
％
と
な
っ
た
。

　
ア
ク
サ
生
命
は
、
経
常
収

益
は
前
年
同
期
比
２
・
５
％

減
の
９
４
４
３
億
円
で
、
う

ち
保
険
料
等
収
入
は
同
９
・

７
％
増
の
８
０
６
０
億
円
だ

っ
た
。
基
礎
利
益
は
同
30
・

２
％
減
の
６
５
０
億
円
、
経

常
利
益
は
同
58
・
５
％
減
の

６
５
４
億
円
、
当
期
純
利
益

は
同
61
・
７
％
減
の
４
０
６

億
円
だ
っ
た
。
新
契
約
年
換

算
保
険
料
（
個
人
保
険
＋
個

人
年
金
保
険
）
は
同
５
・
０

％
増
の
８
３
６
億
円
と
な
っ

た
。
う
ち
、
第
三
分
野
は
同

１
・
６
％
減
の
３
１
０
億

円
。
保
有
契
約
年
換
算
保
険

料
（
個
人
保
険
＋
個
人
年
金

保
険
）
は
前
年
度
末
比
６
・

３
％
増
の
７
０
５
１
億
円
だ

っ
た
。
う
ち
、
第
三
分
野
は

同
６
・
０
％
増
の
２
５
５
７

億
円
。
総
資
産
は
前
年
度
末

比
１
・
８
％
増
の
７
兆
８
７

９
４
億
円
。
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー

・
マ
ー
ジ
ン
比
率
は
同
１
０

６
・
０
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
６

５
５
・
１
％
と
な
っ
た
。

　
ア
ク
サ
ダ
イ
レ
ク
ト
生
命

は
、
保
険
料
等
収
入
は
前
年

同
期
比
18
・
５
％
増
の
１
２

９
億
円
。
基
礎
利
益
は
同
３

億
円
減
の
▲
11
億
円
（
前
年

度
実
績
▲
７
億
円
）
、
当
期

純
利
益
は
同
28
億
円
増
の
22

億
円
（
前
年
度
実
績
▲
６
億

円
）
と
な
っ
た
。
ソ
ル
ベ
ン

シ
ー
・
マ
ー
ジ
ン
比
率
は
２

８
４
１
・
３
％
。

　
ア
ク
サ
損
保
は
、
元
受
正

味
保
険
料
は
前
年
同
期
比
１

・
４
％
増
の
５
８
４
億
円
、

正
味
収
入
保
険
料
は
同
１
・

２
％
増
の
５
７
０
億
円
と
な

っ
た
。
当
期
純
利
益
は
同
18

・
６
％
増
の
45
億
円
。
ソ
ル

ベ
ン
シ
ー
・
マ
ー
ジ
ン
比
率

は
、
前
年
度
末
比
92
・
６
ポ

イ
ン
ト
低
下
し
５
０
０
・
３

％
と
な
っ
た
。

　
地
域
の
資
源
と
資
本
を
活

用
し
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
）
を
目
指
す
自
治
体
新
電

力
は
、
事
業
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決

な
ど
「
地
域
の
脱
炭
素
化
」

や
「
地
方
創
生
」
に
向
け
た

担
い
手
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
昨
今

の
天
候
不
順
や
地
政
学
的
緊

張
な
ど
の
複
合
的
要
因
に
よ

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
高
騰

す
る
中
、
市
場
価
格
に
依
存

し
た
電
力
調
達
に
対
す
る
不

確
実
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

市
場
価
格
に
依
存
し
な
い
自

社
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

源
開
発
や
相
対
契
約
に
よ
る

電
力
調
達
な
ど
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
政
府

は
、
地
域
循
環
共
生
圏
の
構

築
に
向
け
た
地
域
の
循
環
資

源
を
活
用
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
廃
棄
物
処
理
施
設
を

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
と
し
て
活
用
し
、
廃
棄
物

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
社
会
で

積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
を

自
治
体
に
求
め
て
い
る
。
廃

棄
物
発
電
は
天
候
に
左
右
さ

れ
な
い
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
た
め
、
相
対
契
約

に
よ
る
固
定
価
格
で
電
力
を

調
達
す
る
自
治
体
新
電
力
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
一
方
、
廃
棄
物
発
電
施
設

が
火
災
等
の
事
故
に
よ
っ
て

操
業
を
停
止
し
た
場
合
に

は
、
自
治
体
新
電
力
は
代
替

電
力
を
市
場
価
格
で
調
達
す

る
必
要
が
あ
り
、
従
来
想
定

し
て
い
た
調
達
コ
ス
ト
以
上

の
費
用
が
発
生
す
る
リ
ス
ク

が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
自

治
体
新
電
力
は
市
場
価
格
で

の
電
力
調
達
も
行
っ
て
お

り
、
猛
暑
や
厳
冬
期
に
は
電

力
需
要
が
高
ま
り
、
市
場
価

格
が
高
騰
す
る
と
計
画
よ
り

調
達
コ
ス
ト
が
増
加
す
る
た

め
、
自
治
体
新
電
力
に
と
っ

て
大
き
な
経
営
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
策

と
し
て
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
で

は
廃
棄
物
発
電
等
の
相
対
電

源
か
ら
の
電
力
調
達
が
偶
然

な
事
故
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ

た
場
合
に
発
生
す
る
追
加
調

達
費
用
の
一
部
を
補
償
す
る

「
相
対
電
源
供
給
停
止
費
用

保
険
」
と
、
猛
暑
や
厳
冬
期

に
電
力
需
要
が
高
ま
る
こ
と

で
市
場
価
格
が
高
騰
し
た
場

合
の
追
加
調
達
費
用
の
一
部

を
補
償
す
る
「
猛
暑
・
厳
冬

期
電
力
調
達
費
用
安
定
化
保

険
」
を
提
供
す
る
こ
と
に
し

た
。

　「
相
対
電
源
供
給
停
止
費

用
保
険
」
は
、
自
治
体
新
電

力
事
業
者
（
新
電
力
事
業

者
）
を
被
保
険
者
と
し
、
調

達
元
と
な
る
発
電
所
が
罹
災

（
り
さ
い
）
し
た
な
ど
の
事

情
に
よ
り
計
画
値
に
対
し
て

必
要
な
電
力
量
を
確
保
で
き

な
い
場
合
、
代
替
電
力
の
調

達
に
か
か
る
追
加
発
生
費
用

を
補
償
す
る
。
保
険
期
間
は

１
年
間
で
、
期
中
支
払
限
度

額
は
１
０
０
０
万
円
、
２
０

０
０
万
円
、
３
０
０
０
万
円

の
３
パ
タ
ー
ン
か
ら
選
択
す

る
。

　「
猛
暑
・
厳
冬
期
電
力
調

達
費
用
安
定
化
保
険
」
は
、

自
治
体
新
電
力
事
業
者
（
新

電
力
事
業
者
）
を
被
保
険
者

と
し
、
厳
冬
ま
た
は
猛
暑
に

よ
っ
て
電
力
需
要
が
高
ま
る

こ
と
で
、
期
間
中
の
市
場
価

格
が
計
画
値
以
上
に
高
騰
し

た
場
合
に
発
生
す
る
追
加
調

達
費
用
の
一
部
を
補
償
す

る
。
厳
冬
・
猛
暑
は
電
力
需

要
量
と
相
関
が
高
い
Ｈ
Ｄ
Ｄ

（H
e
a
tin
g D
e
g
re
e 

D
ay
s

：
冬
季
に
お
け
る
日

平
均
気
温
を
活
用
し
た
暖
房

の
使
用
度
を
示
す
指
標
）
と

Ｃ
Ｄ
Ｄ
（C

oolin
g D
eg

ree D
ay
s

：
夏
季
に
お
け

る
日
平
均
気
温
を
活
用
し
た

冷
房
の
使
用
度
を
示
す
指

標
）
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
活

用
し
て
定
義
す
る
。
保
険
期

間
は
１
年
間
で
、
期
中
支
払

限
度
額
は
個
別
に
設
定
す

る
。

　
同
社
で
は
今
後
、
自
治
体

新
電
力
へ
の
支
援
を
通
じ
て

「
地
域
の
脱
炭
素
化
」
や

「
地
方
創
生
」
の
取
組
み
を

一
層
強
化
し
て
い
く
と
し
て

い
る
。

猛
暑
・
厳
冬
期
の
追
加
調
達
費
用
も
一
部
補
償

22
年
度
決
算

ア
ク
サ

生　

命

新
契
約
保
険
料
５
％
増

アクサ・ホールディングス・ジャパン 　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
は
５
月
31
日
、
自
治
体
が
出
資
す
る

小
売
電
気
事
業
者
（
以
下
、
自
治
体
新
電
力
）
の
安
定

的
な
電
力
調
達
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
「
相
対
電
源

供
給
停
止
費
用
保
険
」
と
「
厳
冬
・
猛
暑
期
電
力
調
達

費
用
安
定
化
保
険
」
の
提
供
を
開
始
す
る
と
発
表
し

た
。
自
治
体
新
電
力
の
事
業
安
定
化
の
支
援
を
通
じ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
促
進
し
、
２
０
５
０
年
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
・
脱
炭
素
社
会
へ
の
移

行
を
支
援
す
る
と
同
時
に
、
地
方
創
生
に
も
貢
献
し
て

い
く
と
し
て
い
る
。

自
治
体
新
電
力
の
安
定
経
営
を
支
援

廃
棄
物
発
電
の
代
替
調
達
費
用
を
補
償

損保ジャパン

旅
行
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
保
険

ダ
イ
レ
ク
ト
販
売
を
開
始

スマートプラスＳＳＩ

Ｓ
Ｂ
Ｉ
生
命

「
仙
台
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
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■米国　航空機のニアミス増加� （８面）

■インターンシップの現状②　日新火災�（１０面）

■明治安田生命　グループ全体でＳＤＧｓの取組み進む�（１１面）

■日本生命　営業職員コンプラ・リスク管理態勢を高度化�（２面）

■生保各社の23年度営業方針⑱　マニュライフ生命�（３面）

■長野県代協　23年度定時総会開催� （７面）


